































　본고는 졸고「쓰가루 ( 津軽 )　피난 시대의 다사이 ( 太宰 ) 문학의 한측면 - 전후 문학과 
성서 -」의 속편이다 . 1946년11월 , 다사이 ( 太宰 ) 는　쓰가루 ( 津軽 ) 에서의 피난 생활
을 끝내고 동경 ( 東京 ) 에 돌아온다 .　그리고 , 전후 첫 베스트셀러 「사양 ( 斜陽 )」을 낳
아 , 「인간 실격 ( 人間失格 )」에 의해서 시대의 총아로서 부동의 인기를 확립해 , 1948년 
6월 다마가와 ( 玉川 ) 상수에서 생애를 끝낸다 . 본고에서는　다사이 ( 太宰 ) 가 동경 ( 東
京 ) 에 돌아와 , 자살을 이룰 때까지의 시기 (1946.11~1948.6) 를「만년 시대」라고 부르
는 것으로 해 , 이 시기에 있어서의　다사이 ( 太宰 ) 문학을 성서적 측면에서 본다 . 열쇠
가 되는 4개의 시점 , 「교양」으로서의 성서 , 「성모」의 이미지 , 그리스도의 형상화 (「사양
( 斜陽 )」), 「신」의　호소 (「비욘의 아내」「인간 실격 ( 人間失格 )」) 으로부터 고찰했다 .
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の「蛇のごとく慧く，鴿のごとく素直なれ」3） とマタイ伝 10章 27節「身と霊魂とをゲヘナにて
滅し得る者」4） の聖句である。前者は 3回，後者は 2回繰り返される。圧巻は『斜陽』「六」で母
が亡くなったあと，かず子が新しい生き方として上原への恋に生きる決意をする場面である。イ































































































































































































































































































































































































































7） 青木京子「『斜陽』の女性像 ― 西洋美術を中心として ―」（『太宰文学の女性像』思文閣出
版，2006・6）
8）この俗説を小説化したのが武田泰淳『わが子キリスト』（講談社，1968）である。
9） マグラダのマリヤは姦淫の現場で捕まり処刑されるところを「イエス」に助けられた女性であ
る。夫に別の男性との姦淫を疑われて離婚されたかず子の経歴とも重なる。
10） イエスの墓にあらわれたのは，マタイ伝では「御使い」，マルコ伝では「真っ白な長い衣をま
とった青年」，ルカ伝では「まばゆいばかりの衣を着たふたりの人」，ヨハネ伝では「ふたりの
御使い」と福音書によって異なる。かず子の夢に登場した「和服の青年」に一番近いのはマル
コ伝である。
11）三谷憲正『太宰文学の研究』（東京堂出版，1998・9）
12） 太宰は『津軽』において小学校の運動会の様子を次のように描写している。
　国運を賭しての大戦争のさいちゆうでも，本州の北端の寒村で，このやうに明るい不思
議な大宴会が催されて居る。古代の神々の豪放な笑ひと闊達な舞踏をこの本州の僻陬に於
いて直接に見聞する思ひであつた。海を越え山を越え，母を捜して三千里歩いて，行き着
いた国の果の砂丘の上に，華麗なお神楽が催されてゐたといふやうなお伽噺の主人公に私
はなつたやうな気がした。 （傍線部論者／『津軽』）
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